
デジタル田園都市国家構想を踏まえた総合戦略改訂の考え方（案）

１　
①　

③　②　

国の動き

①
総合戦略の改訂（計画期間の変更）

●第２期総合戦略を抜本的に改訂し，２０２３年度を初年度とする５
か年（2027年度まで）の新たな計画を策定

②

デジタルの力を活用した地方の社会課題解決
●４本の柱は従来の総合戦略から変更なし

●具体的取組みは幅広に。特に「④魅力的な地域をつくる」につい
ては教育，医療・介護，防災・減災，地域コミュニティ等が追加

③
デジタル実装に向けた国の役割
●地方のデジタル実装を下支えするために，これらに取り組む。

第２期旭川市総合戦略（計画期間：2020年度～2024年度）の改訂
●第２期総合戦略をベースにデジタル要素の文言追加・修正によ
る改訂を行い，次期戦略策定において国の計画期間を勘案

●地方創生の取組全般に関するデジタル活用の方向性を記載

●現在の４つの基本目標をベースとしてデジタル活用に係る「主
な取組み」や「KPI」を追加設定の検討
●現在の戦略にない取組みについても追加を検討

デジタル実装に向けた地方の役割
●地方の役割を踏まえ総合戦略に位置付けることを検討

対応（案）

資料１



２　第２期旭川市総合戦略　改訂の進め方（案）

◆現戦略をベースに一部改訂◆デジタル分野の関連事業を追加

３　デジタル田園都市国家構想交付金

・デジタル技術実装による地域コミュニティ担い手確保事業【新規】　36,221千円

・抜本的な改訂による延長又は策定
・スマートウエルネス推進事業
・地域情報共有プラットフォーム運営事業
・広報DX・デザイン推進事業など

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度～

・４つの基本目標をベースに環境・
スポーツ・防災等の追加検討

・次年度実施予定の新たなデジタル
関連施策の追加検討

◆次期総合戦略（2025年度～）策定 ◆第３期戦略スタート

◆デジタル実装タイプ（１事業）

2023年度申請事業（合計5事業　国費計104,009千円）　※申請中

◆地方創生推進タイプ（４事業：継続）

・ニューノーマル時代を切り拓く地域の稼ぐ力向上プロジェクト　　　　　　　　　　　6,090千円
　（事業期間：2021年度～2023年度）
・新時代に飛躍する新・大雪圏観光振興プロジェクト　　　　　　　 　　　　　　　　　42,704千円
　（事業期間：2021年度～2025年度）
・ものづくり企業のデザイン力向上による持続可能な都市創造プロジェクト　　  63,863千円
　（事業期間：2020年度～2024年度）
・青少年ICTパークプロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           59,142千円
　（事業期間：2020年度～2024年度）

【事業概要】
　町内会や民生委員児童委員等の高齢化が進み，人材確保が大きな課題となっていること
から，「地域情報共有プラットフォーム」アプリの機能強化やタブレットの活用によって，担い手
の負担軽減や新たな担い手の育成・確保を図り，持続可能な地域コミュニティを形成する。

事業費計　171,799千円

・事業期間：2025年度～2029年度


